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高槻市出身。小学 2年生から将棋
をはじめ、平成 29年（2017）に棋
士（四段）に。令和 2年（2020）に五
段に昇段。クロスパル高槻で開校
中の「子ども将棋 高槻サテライト
教室」の講師も務める。

o高槻市立しろあと歴史館（→P17）
に展示されている、高槻城三の丸跡
から出土した江戸時代の将棋の駒を
見る古森五段

日本に2カ所しかない将棋の聖地の一つ・関西
将棋会館が、大阪市福島区から高槻市へ移転
することが決定。令和6年（2024）に新たに
誕生する5階建ての将棋会館は、棋士の対局
はもちろん、誰でも気軽に将棋を指せる、高
槻の新たなランドマークになる予定だ。

関西将棋会館
●かんさいしょうぎかいかん

未定☎ P29C3MAP K芥川町2-2 ※詳細は未定

古森悠太 ●こもりゆうた

mいろいろな相
手と対局ができ
る将棋道場のほ
か、グッズショッ
プなども入る予
定なので、気軽
に一般利用が楽
しめそう

o建物の外観に
は将棋盤のマス目
をイメージしたデ
ザインを採用する
など、工夫されて
いる m純和風の
対局室は、大阪府
産の木材を用いた
温かみのある空間。
今後、数々の名勝
負が生み出される
舞台になるはず

o上層階には、対局室から眺められる「内なる
庭」を設置予定

➡　　ページも参照

写真提供:（公社）日本将棋連盟　※パースは事業者の提案で、イメージです。

「将棋という新たな魅力が加わった高槻を
棋士としてもっと広めていきたい。」

「将棋という新たな魅力が加わった高槻を
棋士としてもっと広めていきたい。」
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西の将棋の聖地である関西将棋会館が、
令和6年（2024）ついに高槻市へ移転。
「将棋のまち」として、高槻の名が全国へ広まっていく！
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熱
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関西将棋会館の移転を喜んでいる高槻出身の棋士・古森悠太五段に、「将棋のまち」への期待を語っていただきました。

高槻市出身棋士古森悠太五段インタビュー！
将棋界のホープ

将棋文化を全国へ発信し
市民も気軽に親しめる場所へ

将棋のまち高槻が
の聖地に!将 棋

令和6年関西将棋会館が高槻に移転!
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